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オンラインによる小中学生向けの起業家教育プログラムの実践 
―西千葉子ども起業塾オンラインを通して― 

伊藤  雅一 1) 吉川  亮 2) 藤原  忠士 3) 杉本  翼紗 4） 藤川大祐 5）  
千葉大学教育学部非常勤講師 1） 株式会社プロシードジャパン 2） 千葉市雇用推進課 3） 

千葉大学教育学部学生 4） 千葉大学教育学部 5）  
 
 

 本稿は、小中学生向けオンラインの起業家教育プログラムとして実施された西千葉子ども起業塾オンライン

の実践報告である。2020 年度は、新型コロナウイルスの影響により、多くの教育機会がオンラインを取り入れ

た取り組みとなった。過去 10 年間継続されてきた西千葉子ども起業塾も、当初は対面型の教育プログラムを予

定していたが、リアルタイム型のオンラインプログラムとして再構成せざるを得なくなった。オンラインの教育

実践の再構成過程を振り返ることで、学校外の社会教育プログラムとしてオンライン型を取り入れることの長

所と短所を考察する。考察の結果、ゲーミフィケーションによる教育プログラムが、オンライン化に対して適応

しやすいことが現れていることを示唆した。 
 
 
 キーワード：オンライン授業、起業家教育、アントレプレナーシップ、社会教育、キャリア教育 

 
 

1. はじめに 

 

1.1. 西千葉子ども起業塾とは 

 西千葉子ども起業塾は、千葉市のキッズ・アントレプレ

ナーシップ教育の推進を目的とする「ちばっ子商人育成ス

クール」の 1 つとして 2010 年から継続されている。運営

主体は、千葉市雇用推進課1と千葉大学教育学部授業実践

開発研究室（担当教員：藤川大祐）の連携体制となってお

り、年度ごとに千葉市内の様々な企業と連携してきた。こ

れまで、千葉市内の小学生 4～6年生 20～30人を中心に、

いくつかの「子ども会社」を設立し、それらの会社と千葉

市の連携企業を契約相手とし、BtoB（Business to 

Business）型の事業として企業のニーズに合った商品やサ

ービスの提供を子ども会社が行ってきた。 

 西千葉子ども起業塾は、まず、商店街で月 1 回開催され

る市を活性化する課題に事業として取り組む形で 4 年続

いた。5 年目からは、千葉市に大規模な工場地区のある

JFE スチール株式会社を「子ども会社」の契約先とする

月 1 回開催で全 5～6 回のプログラムが中心となっていっ

て今に至る。 

各子ども会社は、企業から提示されるミッションを受け

て、事業計画の立案、銀行からの融資、企業との交渉を重

ねた後の事業契約、事業計画に基づく会社活動、事業成果

の発表とそれを受けての企業からの報酬提示と承認、子ど

も会社としての決算報告といった一連の会社運営を進め

ていく。事業契約が難航したり、事業成果の質を高められ

なかったり、経費をかけ過ぎたりすると、決算報告で赤字

となることも少なくない。容易に黒字にならないという意

味では難易度の高いプログラムであるが、企業や大学生ス

タッフ、実際の経営者であるアドバイザーたちが子どもた

ちを大人として接することで、起業や会社運営のあり方を

子どもたちが学ぶことができることの表れでもある。なお、

銀行からの融資について実際の銀行員のアドバイザーか

らの解説や助言、決算報告について税務署職員のアドバイ

ザーからの解説や助言、赤字になった子ども会社向けに実

際の経営者であるアドバイザーから赤字の意味を解説す

るなど、教育プログラムとして多くの場面でリアリティの

あるフォローが行われている。 

 

1.2. 2020 年度の西千葉子ども起業塾 

 2020 年度は、新型コロナウイルスの影響により、多く

の教育機会がオンラインを取り入れた取り組みとなっ

た。過去 10 年間継続されてきた西千葉子ども起業塾も、

Masakazu ITO1), Ryo YOSHIKAWA2), Tadashi 
FUJIWARA3), Tsubasa SUGIMOTO4), Daisuke 
FUJIKAWA5) : Entrepreneur Education Program on the 
Online Program for Primary and Junior School Children -
From Investigation of “Nishi-Chiba Entrepreneur Kids 
School Online”   
1）Faculty of Education, Chiba University 
2）ProSeeD JAPAN Inc. 
3）Chiba City,  Employment Promotion Division 
4）Student, Faculty of Education, Chiba University 
5）Faculty of Education, Chiba University 



オンラインによる小中学生向けの起業家教育プログラムの実践 
 

 12 

当初は対面型の教育プログラムを予定していたが、リア

ルタイム型のオンラインプログラムとして再構成せざる

を得なくなった。 

本稿では、その再構成がどのように行われたのか、実際

の西千葉子ども起業塾がどのように展開されたか、それら

を受けての考察をまとめていく。結論を先に少し述べると、

教育プログラム上の多くの要素は、オンライン化しても残

すことができたと考えられる。一方、プログラム構成上の

制約がある点はオンライン化の短所や課題として挙げら

れる。 

 
表 1 2020 年度西千葉子ども起業塾の概要 

内容 JFE スチール株式会社の協力のもと、子ど

もたちが会社をつくり、「鉄づくりの魅力が

伝わる記念品づくり」をテーマに事業を展開

します。 

起業家や社会人の方々からのアドバイスを受

けながら、会社や経済の仕組みを学び、色々

なミッションに挑戦することで、チャレンジ

精神を養い、働くことへの理解を深めます。 

開催

日時 

すべて 9時 00分～15時 00分（全 3 回） 

・第 1 回：2020 年 9 月 20日（日） 

・第 2 回：2020 年 9 月 21日（月・祝） 

・第 3 回：2020 年 9 月 22日（火・祝） 

実施

場所 

オンラインでの実施となります。 

自宅等からインターネットを利用してご参加

いただきます。 

対象 全日程に参加可能なこと 

・市内在住であること 

・オンラインでの参加が可能であること（「8.

注意事項」参照） 

原則、上記すべてを満たす、小学 4～6 年生ま

たは中学 1～3 年生（定員 24名） 

※応募多数の際は、抽選となる場合がありま

す。 

千葉市（2020.8.22）より 

 

2. 西千葉子ども起業塾の変更点 

 
2.1. 2019 年度までの内容の引き継ぎ 

 まず、2019 年度までの西千葉子ども起業塾の内容をま

とめ、どんな内容が 2020 年度にも引き継がれたのかを挙

げていく。西千葉子ども起業塾という教育プログラムが開

発される過程で検討された3つの項目がある（伊藤2020、

pp.56-57）。「人に求められる仕事、喜ばれる仕事をするこ

との重要性」を小学校の段階で理解していくことを重視す

る利益のあり方、利害関係者に限らない「多くの人に喜ば

れるような事業の重要性」を子どもたちが理解する CSR

の発想、働き方ややりがいを重視して「労働環境に配慮す

るという制約の下で事業を進めるという困難を知ること」

の 3 つである。この内容は、2020 年度まで引き続き通底

している。 

具体的なプログラム内容は、2019 年度の西千葉子ども

起業塾の活動を引き継いでいる。その活動報告には、以下

のように概要説明がある。 

 

千葉市では、次世代の産業を担う子供の起業家精神（アン

トレプレナーシップ）を育むため、市内の大学や企業と連

携してものづくりの楽しさや、経済・金融の仕組みを学ぶ

機会を創出しています。 

この取り組みの一環として、小学生を対象に、起業体験を

通じて様々な課題を発見し、解決していく中で、働くこと

や経済の仕組み、地域社会との関わりを学習する「西千葉

子ども起業塾」を開催しています。 

2019 年度は、市内に所在を置く JFE スチール株式会社東

日本製鉄所（千葉地区）の協力のもと、「鉄づくりの魅力

を伝える記念品を企画・作成しよう！」のミッションに対

し、子どもたちが定期的に集まりながら、起業による課題

解決に取り組みました。 

子どもたちは、（一社）千葉大学経済人倶楽部・絆などの

社会人ボランティアからアドバイスを受けながら、事業計

画の作成や、模擬通貨による出資や融資を受けて起業し、

会社の清算までを行いました。 

また、租税教育のカリキュラム導入により、会社運営を通

じて税金に関する知識も深めました。 

千葉市（2020.3.13）より 

 

 基本的には、この 2019 年度の内容をそのまま 2020 年

度も引き継いで開催された。ただ、「記念品」の選定につ

いて、2019 年度は、下敷きやクリアファイル、トートバ

ッグといったいくつかの品物が掲載された「カタログ」か

ら各子ども会社が選ぶ形式であったが、プログラム全体の

時間の関係で 2020 年度はクリアファイルを指定すること

になった。 

 

2.2. 前年度からの変更点 

 今年度の変更点は、大きく分けて 2 つある。1 つは、前

年度を受けて当初から変更する予定であったことである。

もう 1 つは、オンライン化による当初予定していなかった

変更である。 

前者は、西千葉子ども起業塾を含めた事業体制の拡大に

伴うことである。具体的には、西千葉子ども起業塾の対象

を中学生まで広げたことと、西千葉子ども起業塾の活動の

中に知識をインプットするためのコース設定をしたこと

である。西千葉子ども起業塾の運営メンバーは、長年の蓄

積を元に、小中学校へ出張授業を展開することを模索して
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いる。また、起業や会社運営の意味をあらかじめ知識とし

て小中学生にインプットすることで、社長や経理といった

会社組織内での役割をより意識して活動できるのではな

いかという意見が出ていた。具体的には、会社運営を考え

る企画コース、経理について学ぶ会計コースを設けること

にした。こうした背景があって、前者の変更があった。 

 後者は、新型コロナウイルスの影響により、リアルタイ

ム型のオンラインプログラムとして再構成することにな

ったことである。例年は、千葉大学内の大教室を利用して、

長机やホワイトボードを子ども会社ごとに配置して活動

していた。2020 年度は、教室利用が困難となったため、

オンライン会議ソフト「Zoom」を利用した、子ども会社

ごとのオンライン勤務に変更となった。教育プログラムと

しては、オンライン環境が用意できないと参加が難しくな

る点が大きな制約となった。具体的には、以下の条件が参

加条件となった。 

 

（1）オンラインでの実施となるため、以下の要件を満た

しているかご確認ください。 

  ①パソコンが利用できること 

    ※スマートフォン、タブレットは不可といたします 

    ※兄弟姉妹で参加希望の場合は、一人一台をご用意く

ださい 

  ②カメラ（内蔵、外付け問わず）及びマイク機能が使用

できること 

    ※イヤフォンマイクの使用等、ハウリング防止のご協

力をお願いします 

  ③オンライン会議ソフト「Zoom」が利用できること 

    ※あらかじめ、アプリ（無料）のインストールをお願

いします 

  ④インターネットを利用できる環境があること 

    ※機材の準備や通信費はご負担をお願いいたします 

  ⑤騒音・雑音などがなく、静かに集中して取り組むこと

ができる環境があること（例：自分の部屋、書斎など） 

（2）今後の広報や活動記録のため、活動の様子を撮影し

ます。撮影内容の一部をホームページ等を通じて公開する

ことがありますので、あらかじめご了承ください。 

（3）当日はテレビ局や新聞社の取材が行われる可能性が

ありますので、あらかじめご了承ください。 

（4）申込者の個人情報は、厳重に管理の上、参加連絡等

の運営および個人を特定しない統計的資料として利用さ

せていただき、申込者の承諾なく他の目的には利用いたし

ません。 

（5）千葉市からの連絡は「career@city.chiba.lg.jp」から

のメールでお送りいたします。受信できるよう、事前に迷

惑メール拒否設定等の確認をお願いします。 

千葉市（2020.8.22）より 

 

 カメラやマイク機能が使用できるパソコンを準備する

ことや、オンライン会議ソフトを扱えること、そのソフト

の通信に対応できるインターネット環境であることなど、

プログラム参加に一定の制約ができてしまった。ただ、参

加人数は、定員 24 人を充足する結果となった。 

 
表 2 2020 年度西千葉子ども起業塾の参加者内訳 

 学年 人数 小計 合計 

小

学

生 

小４ 4 人 16 人 

（3 社に分担） 

24 人 

小５ 5 人 

小６ 7 人 

中

学

生 

中１ 5 人 8 人 

（2 社に分担） 中２ 3 人 

中３ 0 人 

 

3. 2020 年度西千葉子ども起業塾の過程 

 
3.1. 2020 年度西千葉子ども起業塾の運営体制 

 例年、西千葉子ども起業塾の運営スタッフは、大学生を

中心に構成されている。そのうち、プログラム全体を把握

していくのが塾長、（塾長の）秘書、および 2 年以上運営

に携わっている大学生（主にサポート役）である。その他

の大学生は、子ども会社ごとに会社付きのスタッフ（1 社

につき 2～3 人）として、子ども会社の動向をみつつ、懸

念事項を発見次第、塾長らに報告や相談をする。会社付き

スタッフは、子どもたちを先導したり事業計画のアイデア

を出したりしないようにしつつ、会社としての自覚を促す

対応をする必要があるため、次に述べる社会人が会社付き

スタッフにアドバイスをすることも少なくない。こうした

運営上のやりとりは、別途チャットツールを活用した。 

 社会人は、各所属に応じて運営を担っている。例えば、

大学教員は、教育プログラムとして活動の方向性を注視し

ており、子どもや大学生に直接アドバイスを行っている。

経営者アドバイザーは、会社運営の進捗を把握する「社長

面談」で子ども会社へのアドバイスを行ったり、事業計画

交渉の失敗や赤字決算へのフォローを行ったりしている。

千葉市職員は、全体の活動記録や見学者への対応などを行

っている。銀行からの融資の場面や税務署への税金の申告

の場面では、実際の銀行員や税務署職員が対応している。 

 プログラムの運営を通して、子どもだけでなく、結果的

に大学生もキャリア（教育）について考える機会となって

いる。 

 2020 年度も、例年の体制を引き継いでいるが、オンラ

イン化によって、より細かい人員配置をする必要があった。

まず、「Zoom」のアカウントを複数取得し、多くのミーテ

ィングルームを用意できるようにした。1 社に 1 つのミー

ティングルームを用意することで、オンライン上で会社ご
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とに社員が同席している環境を設定した。その他、子ども

も、スタッフを含めて全員集合するための「ホール」、JFE

スチールと交渉するための「JFE ルーム」、見学者が受付

するための「本部室」などを用意した。 

こうした数々のルームは、滞在者がいなくなると閉じて

しまうため、いずれかの端末で常に入室している必要があ

る。この常に入室している端末を管理するスタッフが 3 人

ほどいた。 

各社にオンライン上で同席している会社付きスタッフ

は、社内全体をみる担当と、画面やファイルの共有といっ

たオンライン上の機能を運用する担当に分かれた。 

 こうした複数のミーティングルームは、以下の見取り図

から 1 クリックでアクセスできるようになっている。子ど

も、スタッフは、自身の端末の不具合でネットアクセスが

途切れたり、子ども会社単位の移動先にたどり着けなかっ

たりした場合、「ホール」に行くように決めていた。「ホー

ル」では、迷子担当のスタッフが常駐しており、行き先を

案内してくれる。 

 

 

図 1 西千葉子ども起業塾で使用した見取り図 

 

3.2. 2020 年度西千葉子ども起業塾の実施内容 

 オンライン化にともない、西千葉子ども起業塾の参加者

確定後、参加者全員に事前のネットアクセステストを実施

するところから始まった。「Zoom」のミーティング URL

が受け取れるのか、そのミーティングにアクセスできるか、

マイクやイヤホンの反応はどうかなどを確認した。 

 事前のアクセステストによって、西千葉子ども起業塾の

当日は、おおむね問題なくアクセスできた。1日目は、参

加者の顔合わせやアイスブレイク（見取り図にある各部屋

を円滑に移動できるよう移動練習をするゲーム）、今回の

ミッション（鉄づくりの魅力が伝わる記念品（クリアファ

イル）づくり）の把握、コース別活動を経て、会社ごとに

集まってコース別活動の情報共有をして終えた。企画コー

スは、2 日目に JFE スチールへのヒアリングでどんなこ

とを尋ねるのか検討し、クリアファイルのデザイン案を実

際のデザインに起こすデザイナーとの簡単な打合せに取

り組んだ。取り組みの中で、実際の経営者からのアドバイ

ス（会社運営のポイントなど）を各社ごとに聞いた。会計

コースは、運営スタッフで開発したオンライン上で行うこ

とのできるカードゲームを通して、各社の経理担当が会計

や帳簿作成を学んだ。取り組みの中で、千葉銀行や千葉東

税務署の職員からアドバイスを聞いた。 

 
表 3 2020 年度西千葉子ども起業塾 3日間の実施内容 

日時 内容 

1日目 

9/20 

・開塾式 

・塾長からの挨拶、 

・千葉市長からのビデオメッセージ 

・アイスブレイク（「Zoom」の部屋移動の練

習や会社ごとの交流） 

・ミッション発表 

 ・JFE スチールより事業依頼 

・コース別活動 

・企画コース 

・ヒアリングシート作成 

・デザイナーと打ち合わせ 

・会計コース 

・会計ゲームによって経理を学ぶ 

・会社活動 

 ・会社ごとにコース別活動の情報共有 

2日目 

9/21 

・会社ごとの活動 

・JFE スチールとの会議（複数回） 

 ・デザイン希望などのヒアリング 

 ・事業計画の途中経過報告 

・デザイナーとの打ち合わせ（複数回） 

3日目 

9/22 

・プレゼン発表 

 ・JFE スチール向けの事業の最終報告 

 ・子ども会社同士の相互評価 

・決算 

 ・JFE スチールからの報酬発表 

 ・会社ごとの報酬を反映させた決算 

・閉塾式 

・見学者も含めた全員の前での最終報告 

・主催者や見学者からの挨拶 

 

 2日目は、会社ごとの活動を本格的に行った。記念品の

デザインニーズを契約先である JFE スチールにヒアリン

グしたり、デザイン案の途中経過を JFE スチールに報告

してコメントをもらったりすることに繰り返し取り組ん

でいた。また、デザイナーとの打ち合わせを繰り返すこと

で、会社の思い描いたデザインの具体化を目指して取り組

んでいた。こうした会社外との交渉に向けて、会社内での

デザイン案検討や進捗状況の確認などが活発に行われて
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いた。会社によっては、喧嘩に近い言い合いになったり、

個々の社員ごとの活動に入り込んだりする様子があり、必

要に応じて、会社付きスタッフのフォローや、塾長から対

象会社への社長面談の提案、経営者アドバイザーの巡回な

どが行われた。 

 3日目は、2日目までに各社まとめたデザイン案に基づ

いて、JFE スチールにプレゼンテーションを行った。プレ

ゼンテーションにあたっては、デザイナーが具体化したク

リアファイルのデザインを提示しつつ、どんなところがア

ピールポイントなのかを発表した。その後、各社のデザイ

ン案を共有し、子ども会社同士の相互評価を行った。例年

は、千葉市内の小学校でアンケートを実施して、子ども目

線の評価を取り入れていたが、今回は子ども会社同士の相

互評価を子ども目線の評価とした。この子ども目線の評価

をふまえて、JFE スチールによる最終評価が決定された。

その最終評価による報酬を反映させて会社ごとの決算2が

行われた。決算には、子ども会社社員の給与や法人税の計

算などが含まれている。最後に、閉塾式で会社ごとの活動

報告が行われ、プログラム全体が終了した。 

 

表 4 子ども会社ごとの決算状況 

 

千葉市（2020.10.28作成）「「西千葉子ども起業塾オンライ

ン」実施報告」p.6 より 

 

4. 考察 

 
4.1. ゲーミフィケーションによる整理 

 2020 年度の西千葉子ども起業塾が例年とどのように異

なるのか、ゲーミフィケーションの観点からまとめてみる

こととする。伊藤（2020、p.58）では、ゲーム研究者のジ

ェイン・マクゴニガル（McGonigal 2011、pp.38-40）の枠

組みをふまえて、例年の西千葉子ども起業塾についてまと

めている。それに、2020 年度の場合を追記することで変

化を確認していく。 

 表 5 をみると、基本的にはゴール、ルール、フィードバ

ックシステム、自発的な参加の 4 つの観点では大きな変化

がなかったと考えられる。ゲーミフィケーションによる教

育プログラムが、オンライン化に対して適応しやすいこと

が現れていることを示唆している。 

 

表5 ゲーミフィケーションによる西千葉子ども起業塾の

取り組み整理 

 

マクゴニガル

の説明 

例年の西千葉

子ども起業塾 

2020 年度の西

千葉子ども起

業塾 

ゴ
"
ル 

プレイヤーが
達成すべき具
体的な成果の
こと。プレイヤ
ーの注意をひ
きつけてゲー
ムへの参加を
促すことで、プ
レイヤーの目
的意識を提供
する。 

西千葉子ども
起業塾では、
BtoB 型の契約
が履行され、清
算の結果、黒字
となることが
望ましいゴー
ルとされてい
る。 

ゴール設定は、
例年と変化は
なかった。た
だ、デザイン案
の段階で評価
をする点は、例
年よりも手前
の段階である。 

ル
"
ル 

ゴール達成に
おける制約を
もたらすもの。
ゴール達成の
方法を模索せ
ざるを得ない
状況をつくる
ことで、創造性
の解放や、戦略
的な思考を促
す。 

BtoB 型の事業
であるため、来
客者への物販
が禁止されて
いる。併せて、
模擬通貨を使
用することで
現金の直接的
なやり取りを
避けている。他
には、事業計画
書や清算結果
の提示もルー
ルと考えられ
る。 

ルールも例年
と大きな変化
はなかった。模
擬通貨による
清算、事業計画
書などの書類
を作成するこ
ともオンライ
ン上で行った。 

フ
%
"
ド
バ
(
ク
シ
ス
テ
ム 

ゴールまでの
進度を示すも
の。ゴールに必
ず到達できる
という気持ち
を保ち、意欲を
得る。 

大学生スタッ
フによる活動
のフォロー、社
会人アドバイ
ザーによる経
営アドバイス、
吉川との契約
交渉時のやり
取りなど多角
的なフィード
バックが用意
されている。 

例年のフィー
ドバックをオ
ンラインで行
った。そのため
に、フィードバ
ックをする側
がオンライン
上で同席して
いた。 

自
発
的
な
参
加 

①～③を進ん
で受け入れる
こと。プレイヤ
ー同士の共通
認識をもつこ
とができ、難し
い課題に取り
組む場合にも
安全の保証が
される。 

市政だよりな
どによる公募
のプログラム
のため、自発的
な参加が前提
となっている。
また、子ども自
身の見出した
社会的課題に
対して取り組
みたい内容を
事業に反映さ
せるので、自発
性はプログラ
ム内を通して
維持される仕
組みである。 

例年と同様の
公募であった。
ただ、オンライ
ン環境やそれ
に対応できる
スキルを求め
られていた点
で、参加の間口
は狭くなった
と考えられる。 

 
4.2. オンライン化による短所および課題 

 その一方で、オンライン化によって、オンライン環境や
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それに対応できるスキルを求められていた点で、参加の間

口は狭くなったことは短所と考えられる。このオンライン

環境とは、端末を使いこなすことにとどまらず、3 日間、

6 時間ずつリアルタイム型のやり取りが可能なスペース

の確保なども含まれる。今後は、オンライン環境を公共施

設で提供する、端末を貸出しするといった対策が課題とな

ると考えられる。 

 教育プログラム運営の視点でみると、スタッフ（学生や

社会人）も上記のオンライン環境を整えることが必要とな

り、教育プログラム参加者と同様の課題がある。また、対

面型で行える教育プログラム会場全体の目視（による全体

把握）がオンライン型では難しい。全体把握を担当するス

タッフは、複数の端末を使用することで複数の会社を同時

に見たり、会社ごとの担当からの連絡に対処したりするこ

とで、オンライン型でも支障のない全体把握に務めた。こ

うした教育プログラムの全体把握の難しさは、オンライン

化の短所であると考えられる。 

 

4.3. 経営的な観点からの考察 

2019 年度まで行ってきた起業塾においては、商品（物）

やサービスを具体的に顧客である契約企業に提供して、そ

の対価を受け取る形式であった。それがオンライン環境で

はできなくなり、商品アイディアのプレゼンテーションに

よる契約企業からの評価を報酬に反映する形で実施され

た。 

具体的な物などであれば、実物から受ける印象、実際に

使ってみての反応などから、価値を正当に評価しやすい利

点があった。一方、今回のようなプレゼンテーションのみ

ではその点が契約企業に伝わらないことがマイナスでは

あった。だが、これまで起業塾が大切にしてきた「顧客目

線で評価する」視点で各社のプレゼンテーションを評価し

報酬を提示する形で実施した。 

物を提供するプログラムは、運営スタッフ側も子ども会

社側も労力がかかる。プレゼンテーション方式に変更にな

ったことで、発想をしっかりと提案に反映させることがで

きる点は、良い点だったと考えられる。 

プレゼンテーションは、伝え方ひとつで印象が大きく変

わる方法である。同じものを紹介するにしても、契約企業

のニーズに合わせたプレゼンができれば、納得しやすくな

り評価が上がると考えられる。つまり、相手との良い間合

いでコミュニケーションをすることが大切となる。 

それは、子ども会社の社員同士も同様である。今回、子

どもたちは最初から最後まで一度も対面で会うことなく、

オンラインで一緒に仕事をしてきた。良い提案をつくるた

めに、言葉を中心としたコミュニケーションの質が、仕事

の質に影響したと考えられる。 

起業家は、自身の発想や想いを 1 人で持ち続けていて

も、何もできない。顧客だけではなく、従業員などの仲間、

取引先、銀行や投資家など、様々な関係者に考えを伝えて

いくコミュニケーション力が必要になる。オンラインによ

る起業塾はそうした力の醸成に有効な手段であることを

示したと考えられる。 

なお、今回の各社のプレゼンテーションを聞いて、顧客

目線では大きく響くものはなかったと評されている。つま

り、この商品アイディアが、「あなたのこれに役立つよ」

というプレゼンテーションではなく、ただの説明となって

いた。その結果として、（小学生よりも）中学生の子ども

会社の利益が大きくなった。アイディアだけであれば、中

学生の質が高くなるのは納得できるだろう。 

今回は、年齢差があり過ぎるとオンラインによるコミュ

ニケーションが難しいと判断したため、中学生のみの会社、

小学生のみの会社という構成にしたが、小学生と中学生の

差が明らかになる構成は今後の課題と考えられる。対応策

として、例えば、プレゼンテーションやコミュニケーショ

ンといったものは、事業全体の序盤にコースを設定し、そ

の重要性と視点をインプットする時間を取るといった対

応策が挙げられるだろう。 

 

5. おわりに 

 
VUCA3の時代と呼ばれるように、現代を生きる子ども

たちは、予測不可能な未来を生きていくことになる。 

今回の新型コロナウイルスのような非常事態が発生し

た際に、社会の激しい変化に対応できずに苦しいキャリア

を強いられるのではなく、自ら新しいビジネスを創り出し

ていく姿勢と能力を身に付ける必要がある。 

千葉市では、小・中学生など早期からのアントレプレナ

ーシップ教育を展開することで、予測不可能な未来におい

て地域産業を担うことができる人材を育成しようとして

いる。地域経済において「ヒト」（人的資源）はとても重

要な経営資源であり、早期からヒトを育成しようという姿

勢である。 

しかしながら、行政職員は起業家でもなければ教育のプ

ロフェッショナルでもなく、行政でできることには限界が

ある。餅は餅屋ということわざがあるように、各分野には

専門家がおり、千葉市のアントレプレナーシップ教育も産

官学連携を基本としている。 

例えば西千葉子ども起業塾では、プログラムの検討は千

葉大学教育学部の学生が主体となって実施しており、上手

く子どもたちの主体性を引き出しながら学びの場を提供

している。学生は起業家ではないから、実際の起業家や経

営者が学生をサポートすることで、教育的視点と起業家的

視点がプログラムに付与される。 

また、子どもたちの会社が取引する相手も、物販体験の

ような一般消費者(BtoC)ではなく実際の企業(BtoB)で、

「子どもが頑張っているから買ってあげよう」というよう
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な甘えを排除している。企業の参画により、子どもたちは

よりリアルで厳しい社会の中で、事業の成功に向けて必死

に活動している。 

 
Make Us Better and How They Can Change the World, 
Penguin Press （＝2011 妹尾堅一郎監修『幸せな未来は「ゲ
ーム」が創る』早川書房） 

 そのような状況下において生まれる子どもたちの発想

は、企業の「地域貢献活動」という意味合い以上の成果を

もたらすことがある。実際に、過去に西千葉子ども起業塾

に参加した子どもたちが考えたグッズが、JFE スチール

（東日本製鉄所千葉地区）工場見学の際にお土産として採

用されたこともある。 

千葉市では、今後もこのような産官学連携によるアント

レプレナーシップ教育を継続・発展させていく方針である。

行政が持つ地域への発信力や企業・大学・学校現場等との

ネットワークなどを生かしながら、西千葉子ども起業塾も

含めたアントレプレナーシップ教育プログラムは、今後さ

らに発展していくことが予想される。 

 2020 年度は、新型コロナウイルスの影響により、多く

の教育機会がオンラインを取り入れた取り組みとなった。

過去 10 年間継続されてきた西千葉子ども起業塾も、リア

ルタイム型のオンラインプログラムとして再構成せざる

を得なくなった。ただ、西千葉子ども起業塾のオンライン

化は、例年のプログラム要素を多く残しつつ対応すること

ができた。今後は、対面型に併せて、オンライン型の教育

プログラムとして更なる開発や実践の展開が期待される。

新たな展開に注視していきたい。 

※この 2 行は消さないでください。編集者が削除します。

4 
 

1 事業開始当初は、経済企画課による。 
2 西千葉子ども起業塾の活動中は、仮想通貨（シープ）が適用さ
れている。融資や給与、決算はシープでやり取りされる。 
3 VUCA（ブーカ）は、Volatility（変動性）、Uncertainty（不確
実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）の略。複雑
化し予測困難な社会の状況を説明する際に用いられる。VUCAに
対応する思考法として OODA Loop（ウーダループ）が併せて挙
げられることが多い。OODAは、Observe（観察）、Orient（情
勢への適応）、Decide（意思決定）、Act（行動）の略（d’s JOURNAL
編集部（2020））。 
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